
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　

  

平
成
28
年
1
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉奥
冨
　孝一
　
　〈編
集
人
〉都
倉
　大
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

〒
　
　埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
４-

２-

65 

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８
（
８
２
２
）
１
１
９
７
　Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
（
８
２
４
）
６
５
８
６

330-
0075

No.
147

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

「民生委員・児童委員の声」
深谷市上柴地区
民生委員・児童委員協議会

県民児協の予定平成28年

　リニューアルしたホームページでは、本会からのお知らせ
や、セミナー等の開催報告、広報紙等を随時紹介しています。
　これからも広報・啓発活動の向上のため、改善と内容の充実
に努めてまいる所存でありますので、ご活用いただきますよう
ご案内申し上げます。

http://www.saitama-minjikyo.or.jphttp://www.saitama-minjikyo.or.jp
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奮闘する愚直な民生委員のプチサークル活動
山口　逹男 氏

　明けまして、おめでとうございます。新しい年が始まりました。
　様々な研修や、講演会等で知識を高めながら、忙しく、瞬く間に1年が
過ぎました。マイナンバー制度がいよいよ開始され、まだ戸惑いやら、不
安やら隠しきれません。なるようになれ！でしょうか？民生委員制度ももう
100周年を迎えます。素敵な記念のバッチができ、胸に輝きを増すこと
でしょう。新たな気持ちで自分に誇りを持ち、地域の見守りや信頼を受
けられる委員として、活動をして行こうではありませんか。委員皆様のご
健康とご多幸をささやかではありますがお祈り申し上げます。

（蓮田市　大野 禮子）
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〇 プチサークル（少人数）活動
　登校時の子ども達との「おはようございます」「おはよう」「元気出そう」と声掛けやハイタッチ。一人暮らしの高齢
者・要支援の方との「お元気ですか」「ご苦労さん」「また来てね」とふれあいの声掛けと見守り訪問。
　子ども達の元気な挨拶と高齢者・要支援の方の微笑みや、地域の方の励ましと支えで私の自称「プチサークル活
動」を続けています。
〇 私のめざす民生委員とは
　民生委員とは、地域住民の方に最初に接する制度上の奉仕者であってそれは「First Aider（Responder）」です。
①最初の見守り者として、相手の言葉に耳を傾ける支援者であり、②ご近所活動をしやすい環境作りや後押し役で
あり、③問題を抱えた人が問題を隠したり、支援を求めず引きこもることのない「お互いさま」のさりげない見守りを
します。こうしてセカンド・サードエイドの行政や専門機関に繋いでいきます。
〇 私の重点課題の見守り活動
　私は日頃から自治会等を通して、高齢者や要援護者の方の見守り等をお願いしています。
　①班長さん、隣り近所、災害時要援護者の緊急時避難協力者の方や買い物困難者の手伝いの協力者に見守りや
安否確認のお願いをしています。②老人会の見守り訪問は、市の支援を頂きながら相性の問題もあり担当者を決め
て話し相手、健康状態や気になる事を観察してもらい、お互いさまの見守り訪問を支援しています。③子ども達の「ま
ごころ訪問」は学校の協力のもと、子ども達が育てた花と手紙（メッセージ）を子ども会の役員の方や民生委員とで
お届けして、子どもとお年寄りの交流を図っています。
〇 これまでの活動を振り返って
　悪戦苦闘し挫折しかかりながらも、ほろ苦くもあり楽しくもある「プチサークル活動」欲は無く、人からでくの坊と
言われても率先して役割を引き受けるその「愚直」さがやがて理解され、信頼されていくものと思います。

埼玉県民児協のホームページを
リニューアルしました

埼玉県民児協のホームページを
リニューアルしました

埼玉県民児協
クリック

幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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明けましておめでとうございます。今年は申年ですね。東武動物公園（宮代町と白岡市にまたがって立地）の中にあるサル
山では、アカゲザルが楽しそうに遊んでいます。ニホンザルよりちょっと小さく、尾の長い猿です。

平成28年知事メッセージ
会長年頭挨拶
平成27年度「主任児童委員セミナー」開催報告
平成27年度「全国主任児童委員研修会（東日本）」参加報告
平成27年度「第84回全国民生委員大会」参加報告
平成27年度各種表彰受章者等の紹介
平成28年度埼玉県の予算編成に対する要望書を提出/知事との意見交換会
平成27年度「生活福祉資金貸付制度説明会」「孤立防止フォーラム」開催報告
わがまちの民児協活動紹介ルポ（吉川市・毛呂山町）
民生委員・児童委員の声（深谷市）、県民児協の3ヵ月の予定

「東武動物公園のサル山」（宮代町・白岡市）

No.147

…………………………………………………………………… 2
………………………………………………………………………………… 3

………………………………………… 4-5
……………………………… 6

……………………………………………………… 7
………… 8
………… 9

………………………………… 10-11
…………………………… 12

い
つ
も
あ

なた
のそ
ばに　これからも地域の

た
め
に



　明けましておめでとうございます。民生委員・児童委員の皆様には、健やかに平成28年の

新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　昨年は首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の県内区間が全線開通し、本県の立地

優位性がより高まりました。

　また、ラグビーのワールドカップが2019年に日本で開催され、熊谷市が会場の一つになる

ことが決まりました。2020年の東京オリンピック・パラリンピックでも本県が会場となります。

　さらに、本県にゆかりの深い方々がノーベル賞を受賞されました。

　これらは本県の隆盛と可能性を象徴する出来事だと私は感じています。

　一方で、「2025年問題」が将来の課題となっています。

　2025年には団塊の世代が後期高齢者となり、医療・介護需要の爆発的な増大と、

生産年齢人口の減少による社会活力の低下が懸念されています。

　これに対応するために、私は3つの大きな取組に挑戦します。

　第一は「シニア革命」です。超高齢社会の暗いイメージを変えるためには、高齢者も活

躍できる社会をつくる必要があります。

　高齢となっても働く意欲のある方は働き続け、地域活動に協力いただける方には様々な

分野で社会貢献していただく。こうした社会を構築する、言わば「シニア革命」を大きなムー

ブメントにしてまいります。

　そこで、「健康長寿埼玉プロジェクト」を全県展開し、健康寿命を延ばします。

　また、地域で安心して医療や介護サービスを受けることができる「地域包括ケアシステム」

を、市町村と連携して構築します。

　第二は「人財」の開発です。「埼玉版ウーマノミクスプロジェクト」を一層推進し、女性が

活躍する埼玉を築きます。また、職業教育の充実で若者の活躍を促す一方、生活困窮

世帯の子供への学習支援を更に進めます。

　第三は「稼ぐ力」の強化です。「先端産業創造プロジェクト」をより加速させ、成長可能

性の高い分野の事業化を支援し、新たな産業を県内に集積させます。また、中小企業の経

営革新を支援し、生産性向上を図ります。

　皆様の御支援、御協力をよろしくお願いします。

一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会

奥　冨　孝　一
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　明けましておめでとうございます。

　民生委員・児童委員の皆様には、ご健勝にて平成28年の新春を迎えられましたことと、

心よりお慶び申し上げます。

　昨年は異常気象により、大型台風が多発し、全国各地に甚大な爪痕を残しました。県

内においても幅広く風水害が発生しました。被害を受けられた方 に々お悔やみ申し上げますと

ともに、地区民生委員・児童委員の活躍に対し厚く御礼申し上げます。

　さて、社会の急激な変化や人間関係の希薄化を背景とする孤立・いじめ・虐待そして

詐欺被害などは依然として顕在化したままであり、特に心配なのは、生活困窮の固定化に

よる子どもの貧困や貧困の連鎖が多いことです。また、介護離職による生活苦が「孤立」を

招き、結果として「死」につながる事例が増加しつつあります。

　昨年は、生活困窮者自立支援制度や子ども子育て支援新制度及び介護保険制度の改正が

施行され、今年は障害者差別防止制度が施行されます。

　民生委員・児童委員は、活動の性格から、福祉に協力する公的責任を帯びた委嘱ボラ

ンティアとも言われており、協力を規定している法律や制度は多岐にわたっています。そのた

め、地域福祉の中心的役割を期待されています。

　本年は、三年に一度の一斉改選の年であります。

　退任される委員の皆様におかれましては、残された任期を全うできるよう御留意いただくと

共に、一層の御活躍を願うものであります。

　私達民生委員・児童委員は、諸先輩より受け継いだ思いを次の世代へ確実に受け継

ぐと共に、地域で苦しむ人々の「心のよりどころ」となり、「安心して生活できる」地域づくりに向

けた活躍が期待されています。

　今年も“隣人愛をもって、社会福祉の増進に努めましょう”

　結びに、皆様の日々 の御尽力に感謝申し上げますとともに、益々の御健勝と御多幸を御

祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会

奥　冨　孝　一
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「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて

　民生委員・児童委員の皆様には、ご健勝にて平成28年の新春を迎えられましたことと、

　昨年は異常気象により、大型台風が多発し、全国各地に甚大な爪痕を残しました。県

児童委員協議会

奥　冨　孝　一
児童委員協議会

「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて「安心して生活できる」地域づくりに向けて

埼玉県知事
会長

３ ２埼玉県民児協だより　No.147　平成28年1月１日 平成28年1月１日　No.147　埼玉県民児協だより



　平
成
27
年
10
月
8
日
（
木
）
さ
い

た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、県
内
の
市
町
村
民
児

協
会
長
、
主
任
児
童
委
員
、
市
町
村

民
児
協
児
童
関
係
部
会
長
等
６
７

０
名
が
参
加
し
、「
平
成
27
年
度
主

任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
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　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、本
会
主
任
児

童
委
員
会
に
お
い
て
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
お
り
、今
年
度
は
、「
地
域

住
民
と
と
も
に『
わ
が
ま
ち
な
ら
で

は
』の
活
動
を
」テ
ー
マ
に
掲
げ
、子

育
て
世
帯
の
孤
立
防
止
に
向
け
た

支
援
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　昭
和
30
年
前
後
ま
で
は
、家
庭
や

地
域
に
お
い
て
子
育
て
に
関
わ
り
、

支
え
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。し
か

し
現
代
は
、働
く
女
性
が
増
え
た
こ

と
等
か
ら
社
会
や
家
庭
環
境
が
変

化
し
、子
育
て
に
関
わ
る
人
が
激
減

し
て
い
ま
す
。こ
の
時
代
背
景
の
中

で
、お
互
い
に
支
え
合
っ
て
子
育
て

が
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　子
育
て
家
庭
に
対
す
る
社
会
の

役
割
を
、子
ど
も
の
権
利
条
約
や
民

法
、
児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童
の
最

善
の
利
益
の
た
め
に
保
護
者
が
第

一
義
的
な
養
育
責
任
を
負
い
、養
育

に
つ
い
て
の
責
任
を
遂
行
す
る
親

た
ち
へ
社
会
が
支
援
・
協
力
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、
子

育
て
支
援
は
、子
ど
も
の
成
長
・
発

達
を
保
障
す
る
、子
ど
も
の
権
利
保

障
を
中
心
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
孤
立
…
10
年
前
に
比
べ
、孤
立
し

た
子
育
て
を
防
止
す
る
た
め
子
育

て
支
援
拠
点
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

「
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
立
ち

話
を
す
る
程
度
の
人
」が
い
る
家
庭

が
約
1
割
減
少
し
て
い
ま
す
。支
援

拠
点
だ
け
で
は
孤
立
防
止
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
格
差
…
日
本
は
子
ど
も
の
貧
困

率
が
先
進
工
業
国
中
ワ
ー
ス
ト
2

位
で
す
。貧
困
は
孤
立
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。貧
困
の
原
因
や
そ
の
状

況
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、人
は
適
切

な
判
断
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。そ

こ
か
ら
虐
待
な
ど
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

③
不
全
…
児
童
相
談
所
に
お
け
る

虐
待
相
談
対
応
件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。た
だ
、
虐
待
を
す
る
親
を
責

め
て
も
解
決
は
し
ま
せ
ん
。例
え

ば
、年
間
に
虐
待
で
亡
く
な
る
子
ど

も
の
約
4
割
は
心
中
で
す
。そ
の
親

の
多
く
は
う
つ
病
で
す
。そ
の
よ
う

な
精
神
疾
患
の
あ
る
親
に
適
切
な

支
援
を
届
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

は
社
会
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、虐
待
死
の
2
〜
3
割
は
0
歳
0

日
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
場

合
の
親
は
若
く
、妊
娠
・
出
産
を
周

囲
が
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

④
不
在
…
女
性
が
働
く
こ
と
で
、地

域
や
家
庭
に
子
ど
も
の
面
倒
を
み

る
人
が
減
っ
て
い
る
た
め
、保
育
所

等
を
増
や
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
働

く
親
の
子
育
て
の
時
間
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、会
社
も
変
わ
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
不
調
…
子
ど
も
達
の
体
力
の
低

下
、睡
眠
不
足
、偏
食
、情
緒
が
不
安

定
、
非
認
知
的
能
力
の
低
下
等
、
心

身
の
不
調
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑥
排
除
…
今
ま
で
は
身
体
・
知
的

障
害
等
だ
け
で
し
た
が
、最
近
で
は

広
汎
性
発
達
障
害
や
後
天
的
な
発

達
障
害
の
よ
う
な
児
童（
虐
待
等
の

不
適
切
な
養
育
を
受
け
、発
達
障
害

の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
）も
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、障
害
の
概
念
が

広
が
り
障
害
児
が
増
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
10
年
間
、制
度
や
支
援
施
策

が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
虐

待
防
止
や
子
育
て
支
援
へ
の
取
り

組
み
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、地
域
住
民
の
支
え
合
い

が
減
り
子
ど
も
の
問
題
が
増
え
て

い
く
中
で
、
孤
立
防
止
の
活
動
や
、

家
庭
を
訪
問
す
る
支
援
、乳
幼
児
期

の
支
援
、専
門
職
だ
け
で
は
な
く
地

域
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
「
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

平
成
２７
年
度
「
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

会長挨拶
埼玉県民児協
会長　奥冨 孝一

委員長挨拶
埼玉県民児協
主任児童委員会
委員長　大場 玲子

《
テ
ー
マ
》

　「主
任
児
童
委
員
・
児
童
委
員

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
考

え
る
」〜
子
育
て
の
現
状
を
学

び
、今
後
の
子
育
て
支
援
活
動
に

つ
な
げ
る
〜

《
講

　
師
》

  

大
正
大
学

    

人
間
学
部

　
人
間
環
境
学
科

教
授

　
西
郷

　
泰
之

　
氏

 

子
ど
も
と
家
庭
の
悩
み
・
課
題

 

課
題
に
対
し
て
何
を
し
て
き
た
の
か

 

今
後
の
課
題
へ
の
提
案

 

プ
チ
グ
ル
ー
プ
討
議

 

わ
が
ま
ち
主
任
児
童
委
員
活
動
紹
介
ス
ラ
イ
ド

【
講
演
】

「全員集合！子育てについて
おおいに語ります（春日部市）」

「狭山市主任児童委員会と交流会
（所沢市）」

「子育てサロン　民生委員と一緒に
お出迎え（川口市）」

「年に1回の視察研修赤城少年院 
（深谷市）」

「講演の様子」

　ま
ず
、
支
援
す
る
視
点
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
孤
立
」で
す
。孤
立
を
防

止
す
る
と
、個
人
の
抱
え
る
問
題
が

小
さ
い
う
ち
に
解
決
・
解
消
で
き
、

大
き
な
問
題
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
主
任
児
童
委
員
の
方
々
に

は
予
防
の
た
め
の
活
動
を
期
待
し

ま
す
。

　例
え
ば
、子
育
て
情
報
提
供
の
た

め
の
チ
ラ
シ
配
り
、話
し
相
手
・
相

談
相
手
に
な
る
た
め
に
大
人
同
士

の
挨
拶
運
動
や
地
域
支
援
拠
点
へ

出
向
く
こ
と
、障
害
児
の
親
へ
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
の
声
掛
け
を
す

る
等
、孤
立
防
止
の
た
め
重
要
な
活

動
に
な
り
ま
す
。

　次
に
、
乳
幼
児
期
に
適
切
な
保

育
・
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
、

親
へ
子
育
て
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、大
人
に
な
っ
て
犯
罪

を
発
生
さ
せ
る
率
が
減
り
、所
得
水

準
が
高
く
な
る
等
、社
会
的
投
資
効

果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　最
後
に
、今
後
期
待
さ
れ
る
支
援

の
方
法
を
3
つ
あ
げ
ま
す
。①
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
：
プ
レ
パ
ー
ク
の
出
前

や
家
庭
訪
問
等
、支
援
の
場
所
に
来

ら
れ
な
い
方
の
も
と
に
出
向
い
て

い
く
支
援
で
す
。②
屋
外
遊
び
：
子

ど
も
の
心
身
の
健
康
の
た
め
、校
庭

の
開
放
事
業
を
活
性
化
し
て
、子
ど

も
達
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。③
民
間
力

の
活
用
：
学
生
と
の
活
動
や
、株
式

会
社
・
N
P
O
等
の
団
体
が
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
活
動
と
の
繋

が
り
を
つ
く
り
応
援
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
主
任
児
童
委
員
の

取
り
組
み
か
ら
、新
し
い
形
で
の
支

え
合
い
の
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　講
義
中
、
３
〜
４
人
で「
委
員
活

動
で
、こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
支
援
の
範
囲
や
期
間
が
長
い
た

め
、委
員
同
士
も
協
力
し
な
が
ら
問

題
事
例
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

○
外
国
の
方
も
含
め
て
、地
域
の
支

援
拠
点
に
来
な
い
方
へ
の
支
援
を

考
え
て
い
き
た
い
。

子ども、子育て不安を抱える保護者への支援について　提案
～主任児童委員の役割～

Ⅰ支援の視点‐予防・孤立防止‐
　○地域での安定した生活が続けられるように支援（情報弱者情報提供等）
　○孤立しないように支援（ママ友づくり等孤立家庭支援、大人の挨拶運動等）
　○地域子育て支援拠点等でニコニコしているおばちゃん・おじちゃん
　○学習支援の実施
　○地域活動に障害児の参加促進

Ⅱ支援の時期の重点化－乳幼児期へ－
　○乳幼児の保護者が集まるところに行きニコニコしている
　○とにかく「傾聴」して信頼関係を創る
　○子育て支援サービスの上手な使い方を伝える

Ⅲ支援の方法の改善
①アウトリーチ
　○活動への参加（地域子育て支援拠点の活動、ホームスタート事業等）
　○いろいろな場所での出前相談・情報提供
　○さりげない家庭訪問活動
②屋外遊び
　○屋外での遊びについての小さな提案
　○屋外遊びを推進する団体の育成
　○学校の校庭解放等の活性化
③民間力の活用（民間と行政の協働・市民参加が積極導入さている事業）
　○地域団体や NPO などの活動を見学、少し手伝う、一緒にやることから始める
　○「営業拠点」づくり
　○地域活動の支援・育成
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　平
成
27
年
10
月
8
日
（
木
）
さ
い

た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、県
内
の
市
町
村
民
児

協
会
長
、
主
任
児
童
委
員
、
市
町
村

民
児
協
児
童
関
係
部
会
長
等
６
７

０
名
が
参
加
し
、「
平
成
27
年
度
主

任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、本
会
主
任
児

童
委
員
会
に
お
い
て
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
お
り
、今
年
度
は
、「
地
域

住
民
と
と
も
に『
わ
が
ま
ち
な
ら
で

は
』の
活
動
を
」テ
ー
マ
に
掲
げ
、子

育
て
世
帯
の
孤
立
防
止
に
向
け
た

支
援
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　昭
和
30
年
前
後
ま
で
は
、家
庭
や

地
域
に
お
い
て
子
育
て
に
関
わ
り
、

支
え
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。し
か

し
現
代
は
、働
く
女
性
が
増
え
た
こ

と
等
か
ら
社
会
や
家
庭
環
境
が
変

化
し
、子
育
て
に
関
わ
る
人
が
激
減

し
て
い
ま
す
。こ
の
時
代
背
景
の
中

で
、お
互
い
に
支
え
合
っ
て
子
育
て

が
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　子
育
て
家
庭
に
対
す
る
社
会
の

役
割
を
、子
ど
も
の
権
利
条
約
や
民

法
、
児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童
の
最

善
の
利
益
の
た
め
に
保
護
者
が
第

一
義
的
な
養
育
責
任
を
負
い
、養
育

に
つ
い
て
の
責
任
を
遂
行
す
る
親

た
ち
へ
社
会
が
支
援
・
協
力
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、
子

育
て
支
援
は
、子
ど
も
の
成
長
・
発

達
を
保
障
す
る
、子
ど
も
の
権
利
保

障
を
中
心
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
孤
立
…
10
年
前
に
比
べ
、孤
立
し

た
子
育
て
を
防
止
す
る
た
め
子
育

て
支
援
拠
点
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

「
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
立
ち

話
を
す
る
程
度
の
人
」が
い
る
家
庭

が
約
1
割
減
少
し
て
い
ま
す
。支
援

拠
点
だ
け
で
は
孤
立
防
止
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
格
差
…
日
本
は
子
ど
も
の
貧
困

率
が
先
進
工
業
国
中
ワ
ー
ス
ト
2

位
で
す
。貧
困
は
孤
立
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。貧
困
の
原
因
や
そ
の
状

況
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、人
は
適
切

な
判
断
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。そ

こ
か
ら
虐
待
な
ど
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

③
不
全
…
児
童
相
談
所
に
お
け
る

虐
待
相
談
対
応
件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。た
だ
、
虐
待
を
す
る
親
を
責

め
て
も
解
決
は
し
ま
せ
ん
。例
え

ば
、年
間
に
虐
待
で
亡
く
な
る
子
ど

も
の
約
4
割
は
心
中
で
す
。そ
の
親

の
多
く
は
う
つ
病
で
す
。そ
の
よ
う

な
精
神
疾
患
の
あ
る
親
に
適
切
な

支
援
を
届
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

は
社
会
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、虐
待
死
の
2
〜
3
割
は
0
歳
0

日
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
場

合
の
親
は
若
く
、妊
娠
・
出
産
を
周

囲
が
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

④
不
在
…
女
性
が
働
く
こ
と
で
、地

域
や
家
庭
に
子
ど
も
の
面
倒
を
み

る
人
が
減
っ
て
い
る
た
め
、保
育
所

等
を
増
や
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
働

く
親
の
子
育
て
の
時
間
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、会
社
も
変
わ
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
不
調
…
子
ど
も
達
の
体
力
の
低

下
、睡
眠
不
足
、偏
食
、情
緒
が
不
安

定
、
非
認
知
的
能
力
の
低
下
等
、
心

身
の
不
調
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑥
排
除
…
今
ま
で
は
身
体
・
知
的

障
害
等
だ
け
で
し
た
が
、最
近
で
は

広
汎
性
発
達
障
害
や
後
天
的
な
発

達
障
害
の
よ
う
な
児
童（
虐
待
等
の

不
適
切
な
養
育
を
受
け
、発
達
障
害

の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
）も
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、障
害
の
概
念
が

広
が
り
障
害
児
が
増
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
10
年
間
、制
度
や
支
援
施
策

が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
虐

待
防
止
や
子
育
て
支
援
へ
の
取
り

組
み
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、地
域
住
民
の
支
え
合
い

が
減
り
子
ど
も
の
問
題
が
増
え
て

い
く
中
で
、
孤
立
防
止
の
活
動
や
、

家
庭
を
訪
問
す
る
支
援
、乳
幼
児
期

の
支
援
、専
門
職
だ
け
で
は
な
く
地

域
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
「
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

平
成
２７
年
度
「
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

会長挨拶
埼玉県民児協
会長　奥冨 孝一

委員長挨拶
埼玉県民児協
主任児童委員会
委員長　大場 玲子

《
テ
ー
マ
》

　「主
任
児
童
委
員
・
児
童
委
員

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
考

え
る
」〜
子
育
て
の
現
状
を
学

び
、今
後
の
子
育
て
支
援
活
動
に

つ
な
げ
る
〜

《
講

　
師
》

  

大
正
大
学

    

人
間
学
部

　
人
間
環
境
学
科

教
授

　
西
郷

　
泰
之

　
氏

 

子
ど
も
と
家
庭
の
悩
み
・
課
題

 

課
題
に
対
し
て
何
を
し
て
き
た
の
か

 

今
後
の
課
題
へ
の
提
案

 

プ
チ
グ
ル
ー
プ
討
議

 

わ
が
ま
ち
主
任
児
童
委
員
活
動
紹
介
ス
ラ
イ
ド

【
講
演
】

「全員集合！子育てについて
おおいに語ります（春日部市）」

「狭山市主任児童委員会と交流会
（所沢市）」

「子育てサロン　民生委員と一緒に
お出迎え（川口市）」

「年に1回の視察研修赤城少年院 
（深谷市）」

「講演の様子」

　ま
ず
、
支
援
す
る
視
点
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
孤
立
」で
す
。孤
立
を
防

止
す
る
と
、個
人
の
抱
え
る
問
題
が

小
さ
い
う
ち
に
解
決
・
解
消
で
き
、

大
き
な
問
題
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
主
任
児
童
委
員
の
方
々
に

は
予
防
の
た
め
の
活
動
を
期
待
し

ま
す
。

　例
え
ば
、子
育
て
情
報
提
供
の
た

め
の
チ
ラ
シ
配
り
、話
し
相
手
・
相

談
相
手
に
な
る
た
め
に
大
人
同
士

の
挨
拶
運
動
や
地
域
支
援
拠
点
へ

出
向
く
こ
と
、障
害
児
の
親
へ
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
の
声
掛
け
を
す

る
等
、孤
立
防
止
の
た
め
重
要
な
活

動
に
な
り
ま
す
。

　次
に
、
乳
幼
児
期
に
適
切
な
保

育
・
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
、

親
へ
子
育
て
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、大
人
に
な
っ
て
犯
罪

を
発
生
さ
せ
る
率
が
減
り
、所
得
水

準
が
高
く
な
る
等
、社
会
的
投
資
効

果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　最
後
に
、今
後
期
待
さ
れ
る
支
援

の
方
法
を
3
つ
あ
げ
ま
す
。①
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
：
プ
レ
パ
ー
ク
の
出
前

や
家
庭
訪
問
等
、支
援
の
場
所
に
来

ら
れ
な
い
方
の
も
と
に
出
向
い
て

い
く
支
援
で
す
。②
屋
外
遊
び
：
子

ど
も
の
心
身
の
健
康
の
た
め
、校
庭

の
開
放
事
業
を
活
性
化
し
て
、子
ど

も
達
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。③
民
間
力

の
活
用
：
学
生
と
の
活
動
や
、株
式

会
社
・
N
P
O
等
の
団
体
が
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
活
動
と
の
繋

が
り
を
つ
く
り
応
援
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
主
任
児
童
委
員
の

取
り
組
み
か
ら
、新
し
い
形
で
の
支

え
合
い
の
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　講
義
中
、
３
〜
４
人
で「
委
員
活

動
で
、こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
支
援
の
範
囲
や
期
間
が
長
い
た

め
、委
員
同
士
も
協
力
し
な
が
ら
問

題
事
例
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

○
外
国
の
方
も
含
め
て
、地
域
の
支

援
拠
点
に
来
な
い
方
へ
の
支
援
を

考
え
て
い
き
た
い
。

子ども、子育て不安を抱える保護者への支援について　提案
～主任児童委員の役割～

Ⅰ支援の視点‐予防・孤立防止‐
　○地域での安定した生活が続けられるように支援（情報弱者情報提供等）
　○孤立しないように支援（ママ友づくり等孤立家庭支援、大人の挨拶運動等）
　○地域子育て支援拠点等でニコニコしているおばちゃん・おじちゃん
　○学習支援の実施
　○地域活動に障害児の参加促進

Ⅱ支援の時期の重点化－乳幼児期へ－
　○乳幼児の保護者が集まるところに行きニコニコしている
　○とにかく「傾聴」して信頼関係を創る
　○子育て支援サービスの上手な使い方を伝える

Ⅲ支援の方法の改善
①アウトリーチ
　○活動への参加（地域子育て支援拠点の活動、ホームスタート事業等）
　○いろいろな場所での出前相談・情報提供
　○さりげない家庭訪問活動
②屋外遊び
　○屋外での遊びについての小さな提案
　○屋外遊びを推進する団体の育成
　○学校の校庭解放等の活性化
③民間力の活用（民間と行政の協働・市民参加が積極導入さている事業）
　○地域団体や NPO などの活動を見学、少し手伝う、一緒にやることから始める
　○「営業拠点」づくり
　○地域活動の支援・育成
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「
や
り
が
い
を
見
出
し
、

活
動
し
や
す
い
環
境
を
」

　10
月
15
、
16
日
の
2
日
間
、
富
山

県
富
山
市
、
高
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
富
山

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　全
国
か
ら
3
4
0
0
名
以
上
の
方

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
色
豊
か

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
開
会
し
ま
し

た
。
1
日
目
は
式
典
の
後
、
特
別
講

義
と
し
て
「〝
ク
ロ
ヨ
ン
〞が
遺
し
た

も
の
―
志
の
連
鎖
―
」
と
題
し
て
株

式
会
社
熊
谷
組
相
談
役
の
大
田
弘
氏

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
語
ら
れ
た
組
織
の
枠
を
超
え
、
役

割
の
上
下
も
超
え
て
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
事
業
を
完
成
さ
せ
た
当
時

の
人
々
の
心
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の

こ
と
を
表
し
た
格
言
「
駕
籠
に
乗
る

人
担
ぐ
人
そ
の
ま
た
草
鞋
を
作
る

人
」
こ
れ
こ
そ
私
た
ち
の
活
動
の
中

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　2
日
目
は
10
会
場
に
分
か
れ
て
の

活
動
交
流
集
会
で
、
私
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
に
〜
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
取
組
の
推
進
〜
」
と
題

す
る
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
高
崎
健
康

福
祉
大
学
教
授
金
井
敏
氏
の
基
調
説

明
に
続
い
て
、
3
人
の
発
表
者
の
方

か
ら
事
例
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　活
動
し
や
す
い
環
境
を
担
う
の
は

ま
ず
行
政
で
あ
り
、
そ
し
て
社
協
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
や
ら
さ
れ
感
が
先
に

あ
る
こ
と
が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

社
協
に
関
し
て
は
如
何
に
密
接
な
協

力
関
係
を
保
っ
て
い
け
る
か
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
3
人
の
方
の

発
表
の
中
で
も
こ
の
2
つ
の
課
題
が

上
手
く
解
決
で
き
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　私
の
場
合
、
行
政
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
広
報
活
動
の
強
化
、
納
得
し

満
足
感
の
得
ら
れ
る
研
修
の
開
催
等

を
第
一
に
考
え
て
展
開
し
、
そ
の
成

果
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
社
協
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
の
業
務

の
中
で
、
も
っ
と
積
極
的
に
議
論
を

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
回
3
人
の
方
か
ら
の
発
表
の
内

容
は
、
具
体
的
な
形
こ
そ
異
な
っ
て

い
る
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

が
行
っ
て
い
る
活
動
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
よ
り
携
わ
っ
て
い
る
委

員
の
方
々
が
負
担
を
感
じ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
貢
献
に
や

り
が
い
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
成

功
の
原
動
力
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
他
の
い
ろ
い
ろ

な
関
係
機
関
と
の
協
働
・
連
携
に
も

効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

秘
訣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

し
た
。

【
期
日
】
10
月
16
日
〜
10
月
17
日

【
場
所
】
富
山
県
富
山
市・高
岡
市

【
本
県
参
加
者
】
34
名

「
地
域
に
根
ざ
し
た

地
道
な
活
動
」　

　8
月
31
日
か
ら
2
日
間
に
わ
た

り
、全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会（
東

日
本
）
が
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
海
道
か
ら
愛
知
県
ま
で
、
総

勢
3
0
0
名
が
参
加
し
、
本
研
修
会

の
テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
を
支
え
る
た
め
に
」
で
す
。

　初
日
は
、
行
政
説
明
、
基
調
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
説
明
は
厚
生
労
働
省
よ
り
現
状

分
析
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　基
調
講
演
は
、
明
治
学
院
大
学
教

授
松
原
康
雄
氏
の
講
義
で
、
子
育
て

家
庭
の
現
状
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
貧

困
率
は
16
・
3
％
、
そ
の
基
準
と
な

る
世
帯
一
人
当
た
り
の
可
処
分
所
得

は
1
2
2
万
円
以
下
で
、
1
2
3
万

円
は
入
ら
ず
、
統
計
上
貧
困
と
み
な

さ
れ
な
い
家
庭
が
多
く
存
在
し
、
現

状
は
さ
ら
に
深
刻
と
の
お
話
し
で
し

た
。　シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
方
々
に
実
践
に
根
ざ
し
た
貴

重
な
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
な
か

で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動

（
企
業
が
色
々
な
事
情
か
ら
廃
棄
さ

れ
る
賞
味
期
限
内
の
食
品
を
引
き
取

り
、
援
助
が
必
要
な
家
庭
に
配
布
す

る
取
り
組
み
）
は
、
食
料
品
を
直
接

配
布
す
る
こ
と
に
よ
る
目
に
見
え
る

形
で
の
支
援
、
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
を
資
源
に
変
え
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
る
べ
き
活
動
と
思
い
ま
し
た
。

　2
日
目
は
、終
日
分
散
会
形
式
で
、

10
人
ご
と
の
班
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
地
区
の
方
と
の
情
報
交
換
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
ま
た
、

た
と
え
ば
学
校
と
の
情
報
交
換
で

も
、
あ
る
地
区
で
は
一
般
的
な
話
し

に
終
始
し
、
別
の
地
域
で
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
具
体
的
な
対
策
を
毎
回

話
し
合
う
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　全
体
を
通
じ
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、①
情
報
の
共
有
②
子
ど
も
達
の

居
場
所
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
ほ
ん

の
小
さ
な
シ
グ
ナ
ル
も
見
逃
さ
ず
学

校
・
行
政
・
地
域
・
主
任
児
童
委
員

が
連
携
し
て
素
早
い
対
応
が
で
き
る

た
め
の
取
り
組
み
の
強
化
、
放
課
後

の
学
習
支
援
や
施
設
開
放
等
に
よ
る

子
ど
も
達
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の

居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
で

す
。　マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
1
9
8
1
年

4
月
に
初
来
日
の
際
に
、「
日
本
人

は
他
国
の
こ
と
よ
り
も
、
日
本
の
な

か
で
貧
し
い
人
々
へ
の
配
慮
を
優
先

し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
愛
は
ま
ず

手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
地

に
着
い
た
地
道
な
活
動
こ
そ
が
将
来

を
照
ら
す
礎
に
な
る
と
、
再
確
認
す

る
貴
重
な
研
修
で
し
た
。

「
身
近
な
『
お
と
な
』
と

な
る
た
め
に
」　

　子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る

様
々
な
課
題
の
う
ち
、
子
ど
も
の
貧

困
と
非
行
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
子
ど
も

た
ち
の
身
近
な
「
お
と
な
」
に
な
る

た
め
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
が

今
回
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

　一
日
目
は
行
政
説
明
（
厚
生
労
働

省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
育
成
環

境
課
松
村
智
史
氏
）
に
よ
り
、
児
童

虐
待
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
の
現
状
が
様
々
な
統

計
資
料
で
解
説
さ
れ
、
今
後
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
に
は
関
係
機
関

と
の
連
携
調
整
が
期
待
さ
れ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
「
子
ど
も
、
子
育
て
家
庭

を
め
ぐ
る
課
題
と
主
任
児
童
委
員
活

動
」（
明
治
学
院
大
学
教
授
松
原
康

雄
氏
）
の
講
義
で
は
、
少
子
化
、
地

域
の
無
縁
化
（
無
援
化
）
に
よ
る
子

育
て
の
孤
立
化
、
少
年
非
行
や
子
ど

も
の
虐
待
の
動
向
が
提
示
さ
れ
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
と
顔
見
知
り
に

な
り
、
安
心
し
て
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
身
近
な
「
お
と
な
」
と
な
っ
て
、

地
域
全
体
で
の
見
守
り
態
勢
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
す
る
こ
と
、
連
帯
の

基
本
は
顔
と
名
前
の
一
致
す
る
関
係

づ
く
り
か
ら
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え

る
た
め
に
〜
低
所
得
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
考
え
る
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
支
援
活
動
を
実
践
す
る
三

名
（
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山

梨
の
理
事
長
米
山
け
い
子

氏
、
児
童
養
護
施
設
養
徳

園
の
総
合
施
設
長
福
田
雅

章
氏
、
横
浜
市
鶴
見
区
主

任
児
童
委
員
連
絡
会
の
代

表
上
遠
野
麗
子
氏
）
が
パ

ネ
リ
ス
ト
で
し
た
。
食
生

活
か
ら
の
支
援
と
い
う
フ

ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
と
、

福
田
氏
の
「
養
護
さ
れ
る

子
ど
も
の
家
庭
は
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
大
人
の
関

係
性
が
貧
弱
」
と
の
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

　二
日
目
の
分
散
会
（
B

会
場
）
で
は
、
非
行
問
題

に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て

主
任
児
童
委
員
と
し
て
ど

う
対
処
す
る
か
を
グ
ル
ー

プ
討
議
し
、
発
表
し
ま
し

た
。　当

事
者
家
庭
と
同
じ
地

域
に
住
む
主
任
児
童
委
員

だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

や
出
来
る
こ
と
が
あ
り
、

身
近
な
「
お
と
な
」
の
ひ

と
り
に
な
り
得
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　話
し
合
い
を
通
し
て
、

各
地
域
の
実
情
や
市
町
村

に
よ
る
対
応
・
連
携
す
る

機
関
の
違
い
な
ど
知
る
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
研
修
会
参
加
報
告

全
国
研
修
会
参
加
報
告

本県では、各市町村事務局より主任児童委員の方に参加希望を募って、本研修に参加していただいております。

平
成
２７
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平
成
２７
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

瑞
宝
双
光
章

　【民
生
委
員
功
労
】（
春
）

　
　春
日
部
市

　
　鈴
木

　浩
子

瑞
宝
単
光
章

　【統
計
調
査
功
労
】（
春
）

　
　上
尾
市

　
　廣
田

　眞
理
子

　【民
生
委
員
功
労
】（
秋
）

　
　越
谷
市

　
　佐
藤

　博

藍
綬
褒
章

　【民
生
委
員
功
労
】

　
　幸
手
市

　
　家
田

　昭
枝（
春
）

　
　志
木
市

　
　矢
部

　勝
雄（
秋
）

瑞
宝
双
光
章

　【警
察
功
労
】

　
　飯
能
市

　
　藤
本

　重
成（
春
）

　
　ふ
じ
み
野
市

　目
黒

　善
治（
春
）

　
　熊
谷
市

　
　西
田

　四
郎（
秋
）

　
　飯
能
市

　
　浅
見

　忠
三（
秋
）

瑞
宝
単
光
章

　【警
察
功
労
】

　
　小
川
町

　
　中
㠀

　久
幸（
春
）

　【民
生
委
員
功
労
】

　
　川
口
市

　
　
　横
田

　妙
子

　
　川
口
市

　
　
　北
原

　信
泰

　
　朝
霞
市

　
　
　須
田

　菊
枝

　
　新
座
市

　
　
　渡
邉

　洋
子

　
　蕨

　市

　
　
　本
坊

　ミ
ナ
子

　
　富
士
見
市

　
　吉
田

　京
子

　
　川
越
市

　
　
　猪
野

　晴
代

　
　川
越
市

　
　
　金
子

　眞
弓

　
　越
谷
市

　
　
　染
谷

　登
士
子

　
　越
谷
市

　
　
　松
下

　薫

　
　さ
い
た
ま
市

　石
田

　照
子

　
　さ
い
た
ま
市

　大
熊

　ミ
ネ
子

　
　さ
い
た
ま
市

　横
山

　敦
子

　【民
生
委
員
優
良
活
動
団
体
表
彰
】

　蕨
市
南
町
地
区
民
児
協

　「通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
等
／

　10
年
以
上
」

春
秋
叙
勲
受
章
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

春
秋
褒
章
受
章
者

平
成
27
年
度「
第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」参
加
報
告

平
成
27
年
度「
第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」参
加
報
告

東松山市民児協連合会
会長　篠原　敏夫

飯能市民児協
町田　泰宏

上尾市民児協
細野　環

平
成
27
年
度

　
「
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）」

【
期
日
】
8
月
31
日
〜
9
月
1
日

【
場
所
】
神
奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
13
名

式典にて
塩崎厚生労働大臣より
主催者あいさつ

式典の様子
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「
や
り
が
い
を
見
出
し
、

活
動
し
や
す
い
環
境
を
」

　10
月
15
、
16
日
の
2
日
間
、
富
山

県
富
山
市
、
高
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
富
山

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　全
国
か
ら
3
4
0
0
名
以
上
の
方

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
色
豊
か

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
開
会
し
ま
し

た
。
1
日
目
は
式
典
の
後
、
特
別
講

義
と
し
て
「〝
ク
ロ
ヨ
ン
〞が
遺
し
た

も
の
―
志
の
連
鎖
―
」
と
題
し
て
株

式
会
社
熊
谷
組
相
談
役
の
大
田
弘
氏

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
語
ら
れ
た
組
織
の
枠
を
超
え
、
役

割
の
上
下
も
超
え
て
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
事
業
を
完
成
さ
せ
た
当
時

の
人
々
の
心
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の

こ
と
を
表
し
た
格
言
「
駕
籠
に
乗
る

人
担
ぐ
人
そ
の
ま
た
草
鞋
を
作
る

人
」
こ
れ
こ
そ
私
た
ち
の
活
動
の
中

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　2
日
目
は
10
会
場
に
分
か
れ
て
の

活
動
交
流
集
会
で
、
私
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
に
〜
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
取
組
の
推
進
〜
」
と
題

す
る
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
高
崎
健
康

福
祉
大
学
教
授
金
井
敏
氏
の
基
調
説

明
に
続
い
て
、
3
人
の
発
表
者
の
方

か
ら
事
例
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　活
動
し
や
す
い
環
境
を
担
う
の
は

ま
ず
行
政
で
あ
り
、
そ
し
て
社
協
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
や
ら
さ
れ
感
が
先
に

あ
る
こ
と
が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

社
協
に
関
し
て
は
如
何
に
密
接
な
協

力
関
係
を
保
っ
て
い
け
る
か
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
3
人
の
方
の

発
表
の
中
で
も
こ
の
2
つ
の
課
題
が

上
手
く
解
決
で
き
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　私
の
場
合
、
行
政
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
広
報
活
動
の
強
化
、
納
得
し

満
足
感
の
得
ら
れ
る
研
修
の
開
催
等

を
第
一
に
考
え
て
展
開
し
、
そ
の
成

果
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
社
協
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
の
業
務

の
中
で
、
も
っ
と
積
極
的
に
議
論
を

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
回
3
人
の
方
か
ら
の
発
表
の
内

容
は
、
具
体
的
な
形
こ
そ
異
な
っ
て

い
る
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

が
行
っ
て
い
る
活
動
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
よ
り
携
わ
っ
て
い
る
委

員
の
方
々
が
負
担
を
感
じ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
貢
献
に
や

り
が
い
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
成

功
の
原
動
力
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
他
の
い
ろ
い
ろ

な
関
係
機
関
と
の
協
働
・
連
携
に
も

効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

秘
訣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

し
た
。

【
期
日
】
10
月
16
日
〜
10
月
17
日

【
場
所
】
富
山
県
富
山
市・高
岡
市

【
本
県
参
加
者
】
34
名

「
地
域
に
根
ざ
し
た

地
道
な
活
動
」　

　8
月
31
日
か
ら
2
日
間
に
わ
た

り
、全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会（
東

日
本
）
が
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
海
道
か
ら
愛
知
県
ま
で
、
総

勢
3
0
0
名
が
参
加
し
、
本
研
修
会

の
テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
を
支
え
る
た
め
に
」
で
す
。

　初
日
は
、
行
政
説
明
、
基
調
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
説
明
は
厚
生
労
働
省
よ
り
現
状

分
析
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　基
調
講
演
は
、
明
治
学
院
大
学
教

授
松
原
康
雄
氏
の
講
義
で
、
子
育
て

家
庭
の
現
状
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
貧

困
率
は
16
・
3
％
、
そ
の
基
準
と
な

る
世
帯
一
人
当
た
り
の
可
処
分
所
得

は
1
2
2
万
円
以
下
で
、
1
2
3
万

円
は
入
ら
ず
、
統
計
上
貧
困
と
み
な

さ
れ
な
い
家
庭
が
多
く
存
在
し
、
現

状
は
さ
ら
に
深
刻
と
の
お
話
し
で
し

た
。　シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
方
々
に
実
践
に
根
ざ
し
た
貴

重
な
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
な
か

で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動

（
企
業
が
色
々
な
事
情
か
ら
廃
棄
さ

れ
る
賞
味
期
限
内
の
食
品
を
引
き
取

り
、
援
助
が
必
要
な
家
庭
に
配
布
す

る
取
り
組
み
）
は
、
食
料
品
を
直
接

配
布
す
る
こ
と
に
よ
る
目
に
見
え
る

形
で
の
支
援
、
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
を
資
源
に
変
え
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
る
べ
き
活
動
と
思
い
ま
し
た
。

　2
日
目
は
、終
日
分
散
会
形
式
で
、

10
人
ご
と
の
班
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
地
区
の
方
と
の
情
報
交
換
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
ま
た
、

た
と
え
ば
学
校
と
の
情
報
交
換
で

も
、
あ
る
地
区
で
は
一
般
的
な
話
し

に
終
始
し
、
別
の
地
域
で
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
具
体
的
な
対
策
を
毎
回

話
し
合
う
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　全
体
を
通
じ
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、①
情
報
の
共
有
②
子
ど
も
達
の

居
場
所
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
ほ
ん

の
小
さ
な
シ
グ
ナ
ル
も
見
逃
さ
ず
学

校
・
行
政
・
地
域
・
主
任
児
童
委
員

が
連
携
し
て
素
早
い
対
応
が
で
き
る

た
め
の
取
り
組
み
の
強
化
、
放
課
後

の
学
習
支
援
や
施
設
開
放
等
に
よ
る

子
ど
も
達
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の

居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
で

す
。　マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
1
9
8
1
年

4
月
に
初
来
日
の
際
に
、「
日
本
人

は
他
国
の
こ
と
よ
り
も
、
日
本
の
な

か
で
貧
し
い
人
々
へ
の
配
慮
を
優
先

し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
愛
は
ま
ず

手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
地

に
着
い
た
地
道
な
活
動
こ
そ
が
将
来

を
照
ら
す
礎
に
な
る
と
、
再
確
認
す

る
貴
重
な
研
修
で
し
た
。

「
身
近
な
『
お
と
な
』
と

な
る
た
め
に
」　

　子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る

様
々
な
課
題
の
う
ち
、
子
ど
も
の
貧

困
と
非
行
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
子
ど
も

た
ち
の
身
近
な
「
お
と
な
」
に
な
る

た
め
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
が

今
回
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

　一
日
目
は
行
政
説
明
（
厚
生
労
働

省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
育
成
環

境
課
松
村
智
史
氏
）
に
よ
り
、
児
童

虐
待
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
の
現
状
が
様
々
な
統

計
資
料
で
解
説
さ
れ
、
今
後
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
に
は
関
係
機
関

と
の
連
携
調
整
が
期
待
さ
れ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
「
子
ど
も
、
子
育
て
家
庭

を
め
ぐ
る
課
題
と
主
任
児
童
委
員
活

動
」（
明
治
学
院
大
学
教
授
松
原
康

雄
氏
）
の
講
義
で
は
、
少
子
化
、
地

域
の
無
縁
化
（
無
援
化
）
に
よ
る
子

育
て
の
孤
立
化
、
少
年
非
行
や
子
ど

も
の
虐
待
の
動
向
が
提
示
さ
れ
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
と
顔
見
知
り
に

な
り
、
安
心
し
て
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
身
近
な
「
お
と
な
」
と
な
っ
て
、

地
域
全
体
で
の
見
守
り
態
勢
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
す
る
こ
と
、
連
帯
の

基
本
は
顔
と
名
前
の
一
致
す
る
関
係

づ
く
り
か
ら
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え

る
た
め
に
〜
低
所
得
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
考
え
る
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
支
援
活
動
を
実
践
す
る
三

名
（
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山

梨
の
理
事
長
米
山
け
い
子

氏
、
児
童
養
護
施
設
養
徳

園
の
総
合
施
設
長
福
田
雅

章
氏
、
横
浜
市
鶴
見
区
主

任
児
童
委
員
連
絡
会
の
代

表
上
遠
野
麗
子
氏
）
が
パ

ネ
リ
ス
ト
で
し
た
。
食
生

活
か
ら
の
支
援
と
い
う
フ

ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
と
、

福
田
氏
の
「
養
護
さ
れ
る

子
ど
も
の
家
庭
は
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
大
人
の
関

係
性
が
貧
弱
」
と
の
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

　二
日
目
の
分
散
会
（
B

会
場
）
で
は
、
非
行
問
題

に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て

主
任
児
童
委
員
と
し
て
ど

う
対
処
す
る
か
を
グ
ル
ー

プ
討
議
し
、
発
表
し
ま
し

た
。　当

事
者
家
庭
と
同
じ
地

域
に
住
む
主
任
児
童
委
員

だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

や
出
来
る
こ
と
が
あ
り
、

身
近
な
「
お
と
な
」
の
ひ

と
り
に
な
り
得
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　話
し
合
い
を
通
し
て
、

各
地
域
の
実
情
や
市
町
村

に
よ
る
対
応
・
連
携
す
る

機
関
の
違
い
な
ど
知
る
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
研
修
会
参
加
報
告

全
国
研
修
会
参
加
報
告

本県では、各市町村事務局より主任児童委員の方に参加希望を募って、本研修に参加していただいております。

平
成
２７
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平
成
２７
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

瑞
宝
双
光
章

　【民
生
委
員
功
労
】（
春
）

　
　春
日
部
市

　
　鈴
木

　浩
子

瑞
宝
単
光
章

　【統
計
調
査
功
労
】（
春
）

　
　上
尾
市

　
　廣
田

　眞
理
子

　【民
生
委
員
功
労
】（
秋
）

　
　越
谷
市

　
　佐
藤

　博

藍
綬
褒
章

　【民
生
委
員
功
労
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　幸
手
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田
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）
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瑞
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光
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秋
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瑞
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光
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　須
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坊
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野
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子
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下
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た
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い
た
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熊
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ネ
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い
た
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生
委
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優
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団
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表
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南
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児
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学
児
童
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見
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等
／
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春
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叙
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厚
生
労
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危
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叙
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春
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褒
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平
成
27
年
度「
第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」参
加
報
告

平
成
27
年
度「
第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」参
加
報
告
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会長　篠原　敏夫
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町田　泰宏
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平
成
27
年
度

　
「
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）」

【
期
日
】
8
月
31
日
〜
9
月
1
日

【
場
所
】
神
奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
13
名

式典にて
塩崎厚生労働大臣より
主催者あいさつ

式典の様子
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平成28年度埼玉県の予算編成に対する要望書を提出

◆　要望内容　◆

各　会　場　報　告

　平成 27年 9月18日、埼玉県庁において奥冨会長から、平成 28 年 12月に実施する一斉改選に伴う定数等の増
員要望や民生委員の適切な人材確保に向けた環境整備について、田島福祉部長へ要望書を提出しました。

【民生委員・児童委員一斉改選（平成 28 年 12月実施）に伴う民生委員・児童委員定数等の増員要望について】
1　住民に最も身近な相談・支援活動の担い手である区域担当民生委員・児童委員の増員をお願いいたします。
1　子どもや子育て家庭をめぐる問題がなお深刻化する中、関係組織との連携を図りながら、児童委員としての
活動を積極的に展開するため、主任児童委員の増員をお願いいたします。

【民生委員・児童委員の適切な人材確保に向けた環境
整備について】
民生委員・児童委員候補者の選出について
　地域住民から信頼を得ている候補者を推薦する上
で、市町村行政が民生委員・児童委員候補者の選出を
町会・自治会長へ直接依頼するのではなく、地域の実
情を把握している民生委員・児童委員又は単位民生委
員・児童委員協議会が候補者を選出し、町会・自治会
長に推薦を依頼する方式を埼玉県福祉部から市町村
行政に対して御指導いただくことをお願いいたします。

上田埼玉県知事との意見交換会（表敬訪問）
　平成 27年 11月 9日、平成 28 年 12月の民生委員一斉改選に向け、上田埼
玉県知事と埼玉県民児協正副会長との意見交換の機会をいただき、民生委員
の活動状況や地域の実情等について話し合いました。
　また、平成 29 年に迎える民生委員制度創設 100 周年のシンボルマークの記
念ピンバッチを贈呈し、民生委員活動のさらなるご支援・ご協力をお願いしま
した。

平成27年度 生活福祉資金貸付制度説明会の開催
　平成 27年 10月 9日（金）さいたま市民会館おおみや　大ホールにおいて、県社会福祉協議会と共催により、県内
の各市町村で日々活動されている民生委員 289 名の御参加のもと、標記説明会を実施しました。
　説明会では、はじめに、生活福祉資金貸付制度の沿革や制度の概要、貸付の手続きについて振り返ることで貸付
及び償還の現状等について理解を深めるとともに、今年度から施行された生活困窮者自立支援法と貸付制度の連
携について説明を行いました。また、当日は、民生委員の支援により解決が図られた父子世帯の子供の進学や、高齢
者世帯の自宅の補修等の対応事例の紹介
もありました。
　生活福祉資金の貸付を希望される方々
は、資金の種類により学生から高齢者まで
幅広い年齢層の方が対象となります。
　そのため、民生委員は、日頃、それぞれお
住まいの地域の方々へサロン活動や訪問・
相談活動といった様々な支援活動を行って
いることから、その活動を通じて支援の一
つである生活福祉資金貸付制度の周知を
図っていただくことが期待されます。

孤立防止に取り組み、地域福祉活動の活性化を目指す
～孤立防止フォーラムでの実践報告～

　地域における福祉課題が複雑・多様化、深刻化している中、単身世帯の増加に加え、地域における人間関係の希
薄化が進み、孤立・孤独の問題が顕在化しています。
　そこで、各地域の孤立防止の取り組みを通して、今後の地域福祉活動の方策を考えることを目的に、県社協と市町
村社協が協働して「孤立防止フォーラム」を県内10ヶ所で開催しました。フォーラムは、平成 24 年度から毎年開催
していますが、今年度は、高齢者支援に、生活困窮者や子育て家庭への支援、児童・青少年の見守り等の活動を加
えて実践報告等があり、地域のつながりづくりの推進について考えました。
　民生委員とともに、地域の福祉課題を一緒に理解し、お互いさまの地域づくりに参画していただける住民や支え
合いの輪が広がることを期待するものです。

〇羽生会場
　（10月21日）

〇皆野会場
　（9月4日）

〇上里会場
　（11月19日）

民生委員とボランティアによる「ひ
とり暮らし高齢者」の見守りにつ
いて実践報告

「児童の見守りで見えてきたもの」
として実践報告

「誰もが安心して暮らせる地域社
会を実現するために～民生委員の
活動を通して～」として実践報告

皆野町民児協
太幡会長

加須市騎西地区
民児協
内田副会長

深谷市民児協
田島副会長

会場の様子

奥冨会長から田島福祉部長へ要望書を提出し
ました。

奥冨会長から上田知事へ記念ピンバッチを
贈呈しました。

「民生委員・児童委員100周年」
シンボルマーク

上田知事と本会正副会長との意見交換の様子
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神川町

活動紹介ルポ

わがまちの

民児協
活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
吉川市民生委員・
　　児童委員協議会

 会長　野中 八重

概況（平成27年12月1日現在）　
・人　口…………………70,974人
・世帯数…………………28,231世帯
・高齢化率………………21.36％
・単位民児協数…………4地区
・民生委員定数…………108人
・主任児童委員定数……8人

NEXT

～第28回～

　吉
川
市
は
「
な
ま
ず
の
里
」
と

し
て
、
古
く
か
ら
川
魚
料
理
の
伝

統
が
根
付
く
ま
ち
。
水
と
緑
豊
か

な
の
ど
か
な
田
園
風
景
や
、
四
季

折
お
り
の
花
や
木
は
景
色
を
彩
り

ま
す
。
27
年
2
月
に
は
人
口
7
万

人
を
超
え
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　吉
川
市
民
児
協
は
第
2
水
曜
日

に
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
4
地

区
に
分
か
れ
、
定
例
会
を
一
斉
開

催
し
て
い
ま
す
。
会
で
は
、
お
互

い
の
顔
が
見
え
る
席
づ
く
り
や
輪

番
制
の
司
会
な
ど
、
円
滑
な
会
の

運
営
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
事
例

を
通
じ
た
委
員
同
士
の
積
極
的
な

意
見
交
換
は
、
委
員
一
人
ひ
と
り

日
々
の
活
動
に
も
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
関
係
機
関
の
職

員
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
幅
広
い

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　4
つ
の
福
祉
部
会
や
広
報
、
研

修
、
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
、
災

害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
実

行
委
員
会
な
ど
の
各
専
門
部
会
で

は
、
地
域
の
施
設
や
学
校
へ
の
支

援
・
協
力
、
研
修
会
、
講
演
会
、

視
察
研
修
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。　ま

た
民
児
協
の
広
報
活
動
と
し

て
、年
1
回
、広
報
紙『
ほ
ほ
え
み
』

を
発
行
・
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
子
ど
も
・
子
育
て
を
テ
ー

マ
に
し
、
メ
ン
バ
ー
は
各
部
会
や

地
区
事
業
・
研
修
、
地
域
行
事
や

施
設
な
ど
の
取
材
の
ほ
か
、
1
人

で
も
多
く
の
方
に
、
民
生
委
員
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
精
力
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　年
1
回
、
保
護
司
さ
ん
と
の
合

同
研
修
会
、定
例
会
の
場
を
も
ち
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　日
頃
か
ら
の
見
守
り
活
動
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
70
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
急
な

入
院
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
の
備

え
と
し
て
活
用
で
き
る
「
安
心

リ
ュ
ッ
ク
」
を
、
民
生
委
員
が
訪

問
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　平
成
21
年
度
に
市
社
会
教
育
委

員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
、

今
何
が
必
要
か
を
検
討
・
提
言
さ

れ
た
事
業
で
す
。
観
龍
院
住
職
の

西
山
祐
照
さ
ん
（
保
護
司
、
元
民

生
委
員
）
が
、
夏
休
み
に
「
学
ん

で
遊
べ
る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
」
を
自
治
会
長
に
呼
び
掛

け
、
高
富
集
会
所
「
寺
子
屋
」
が

開
講
し
ま
し
た
。
高
富
町
会
と

P
T
A
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
組
織
す

る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
杉
浦
元

之
町
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
地
区

の
民
生
委
員
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
多
数
参
加
。
午
前
中
は
大
学

生
が
担
当
す
る
勉
強
会
。
お
楽
し

み
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
ゲ
ー
ム
・
映

画
鑑
賞
な
ど
、
6
日
間
、
日
替
わ

り
の
内
容
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
た
楽
し

い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
の
夏
休
み
に
は
市
内
5
カ

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
ご
と

の
特
色
を
活
か
し
た
企
画
で
い
っ

ぱ
い
。
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
ぜ
ひ
、
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
ま
ず
の
里
よ
し
か
わ
」

保
護
司
会
と
の
交
流

高
齢
者
の
見
守
り
と
支
援

寺
子
屋
事
業
へ
の
協
力・支
援

お
互
い
顔
の
見
え
る
定
例
会

積
極
的
な
部
会
活
動

▲ほほえみ第28号

▲常備薬やお薬手帳､着替え
等の保管をご案内しています

▲高富寺子屋の様子

吉川駅南口には、
金色のなまずモニ
ュメントが！

吉川市
毛呂山町
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神川町

活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
 毛呂山町民生委員・
 　　児童委員協議会

 会長　岡野 國明

概況（平成27年12月1日現在）
・人　口…………………35,007人
・世帯数…………………15,739世帯
・高齢化率………………29.7％
・単位民児協数…………1地区
・民生委員定数…………72人
・主任児童委員定数……3人

NEXT

　毛
呂
山
町
は
、
ゆ
ず
香
る
里
、

9
5
0
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る
流

鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）、
四
季
彩
ゆ

た
か
な
鎌
北
湖
と
箕
和
田
湖
、
武

者
小
路
実
篤
（
む
し
ゃ
こ
う
じ
さ

ね
あ
つ
）
ゆ
か
り
の
新
し
き
村
、

高
度
な
先
進
医
療
を
提
供
す
る
埼

玉
医
科
大
学
病
院
が
あ
る
医
療
と

福
祉
の
町
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
健

康
都
市
宣
言
を
掲
げ
、
歴
史
と
文

化
に
彩
ら
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
30
年
に
旧
毛
呂
山
町
と

川
角
村
が
合
併
し
て
か
ら
、
平
成

27
年
4
月
1
日
を
も
っ
て
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　毛
呂
山
町
民
児
協
は
、
1
単
位

の
み
で
、
委
員
定
数
は
75
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
協
議
会
と
し
て

の
活
動
は
、
講
演
、
勉
強
会
、
県

内
外
の
視
察
研
修
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
年
間
を
通
じ
て
内
容

に
偏
り
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
委
員
に
と
っ

て
関
心
の
あ
る
内
容
と
な
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　毎
月
の
定
例
会
で
は
、
お
互
い

の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
委
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
各
委

員
が
日
頃
の
活
動
で
経
験
し
て
き

た
こ
と
を
皆
の
前
で
発
表
す
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
か
ら
、
毎
月
の
定
例
会
の
前
に

役
員
会
を
開
催
し
、
協
議
会
の
総

合
計
画
、
各
部
会
・
各
種
団
体
と

の
連
絡
調
整
を
図
る
ほ
か
、
個
々

の
委
員
か
ら
の
相
談
ご
と
に
応

じ
、
そ
の
解
決
方
法
や
支
援
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
、
委
員
相
互
の

連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
高
齢
者
福
祉
部
会
・
障

害
福
祉
部
会
・
児
童
福
祉
部
会
の

テ
ー
マ
別
部
会
で
は
、
施
設
見
学
・

各
種
行
事
・
社
協
へ
の
協
力
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
気
軽
に

話
し
合
え
る
情
報
交
換
の
場
と
し

て
の
機
能
も
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　広
報
部
会
の
活
動
は
、
各
部
会

か
ら
3
名
ず
つ
、
9
名
で
構
成
さ

れ
、
民
児
協
だ
よ
り
を
年
に
2
回

発
行
し
て
委
員
及
び
関
係
部
署
に

配
布
し
、
民
生
委
員
活
動
の
理
解
・

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ
の

協
力
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
活
動
へ
の
参
加
、
健

康
管
理
や
安
否
確
認
等
の
た
め
週

2
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
毎
週
水

曜
日
の
心
配
ご
と
相
談
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
活
動
、
金
婚
夫
婦
祝

い
事
業
な
ど
様
々
な
活
動
に
参
加

し
地
域
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

　平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
行
政

区
を
単
位
と
し
た
地
域
住
民
の
方

が
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
を
見

守
る
「
地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
が
実
施
さ
れ
、
地
域
福
祉
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
連
携
し
、
地

域
の
見
守
り
活
動
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
、
町
内
小
中
学
校
と

の
情
報
交
換
会
に
参
加
し
、
各
学

校
の
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　毎
年
、
日
帰
り
研
修
と
県
外
研

修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
度
は
、
5
月
に
日
帰

り
研
修
と
し
て
、
熊
谷
市
に
あ
る

「
障
害
者
支
援
施
設

　新
光
苑
」

を
訪
問
し
、
開
か
れ
た
障
害
者
支

援
施
設
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い

う
、
全
国
唯
一
の
脳
性
麻
痺
専
門

施
設
及
び
施
設
内
美
術
館
を
見
学

し
ま
し
た
。

10
月
に
は
、県
外
研
修
と
し
て
、

「
い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

を
訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
活
動

の
記
録
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
、
復
興

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
つ
い
て
現
場
に
携
わ
っ
た

職
員
か
ら
貴
重
な
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

～第28回～

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携

日
帰
り
研
修・県
外
研
修

毛
呂
山
町
民
児
協
の
活
動

毛
呂
山
町
民
児
協
だ
よ
り
の
発
行

次回は、越生町民児協と滑川町民児協の活動を紹介いたします。

▲町の民児協だより

▲県外研修
（福島県いわき市社会福祉協議会）

▲定例会でのグループワークの
様子

吉川市
毛呂山町
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表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

「民生委員・児童委員の声」
深谷市上柴地区
民生委員・児童委員協議会

県民児協の予定平成28年

　リニューアルしたホームページでは、本会からのお知らせ
や、セミナー等の開催報告、広報紙等を随時紹介しています。
　これからも広報・啓発活動の向上のため、改善と内容の充実
に努めてまいる所存でありますので、ご活用いただきますよう
ご案内申し上げます。

http://www.saitama-minjikyo.or.jphttp://www.saitama-minjikyo.or.jp

編集後記

15日

21日

27日

29～30日

拉致問題啓発演劇公演

社会福祉関係者新年賀詞交歓会

男女共同参画推進セミナー

全国児童委員研究協議会

川口市「リリア」

さいたま市内

すこやかプラザ

神奈川県横浜市

11

4日

8日

8日

10日

15日

17日

17～19日

22日

29日

児童虐待防止セミナー（県こども安全課）

民生委員・保護司連絡会

民生委員・保護司合同研修会

単位民児協会長・副会長研修（A）

正副会長会議

単位民児協会長・副会長研修（B）

全国民生委員指導者研修会

広報委員会

全民児連　評議員会

市民会館「おおみや」

すこやかプラザ

すこやかプラザ

大宮ソニックシティ

すこやかプラザ

大宮ソニックシティ

神奈川県葉山町

すこやかプラザ

東京都千代田区

22

3日

18日

第135回理事会

第138回評議員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

33

15日
21日
29～30日

11

4日
8日
10日
15日
17日
17～19日
29日

22

3日
18日

33

奮闘する愚直な民生委員のプチサークル活動
山口　逹男 氏

　明けまして、おめでとうございます。新しい年が始まりました。
　様々な研修や、講演会等で知識を高めながら、忙しく、瞬く間に1年が
過ぎました。マイナンバー制度がいよいよ開始され、まだ戸惑いやら、不
安やら隠しきれません。なるようになれ！でしょうか？民生委員制度ももう
100周年を迎えます。素敵な記念のバッチができ、胸に輝きを増すこと
でしょう。新たな気持ちで自分に誇りを持ち、地域の見守りや信頼を受
けられる委員として、活動をして行こうではありませんか。委員皆様のご
健康とご多幸をささやかではありますがお祈り申し上げます。

（蓮田市　大野 禮子）
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〇 プチサークル（少人数）活動
　登校時の子ども達との「おはようございます」「おはよう」「元気出そう」と声掛けやハイタッチ。一人暮らしの高齢
者・要支援の方との「お元気ですか」「ご苦労さん」「また来てね」とふれあいの声掛けと見守り訪問。
　子ども達の元気な挨拶と高齢者・要支援の方の微笑みや、地域の方の励ましと支えで私の自称「プチサークル活
動」を続けています。
〇 私のめざす民生委員とは
　民生委員とは、地域住民の方に最初に接する制度上の奉仕者であってそれは「First Aider（Responder）」です。
①最初の見守り者として、相手の言葉に耳を傾ける支援者であり、②ご近所活動をしやすい環境作りや後押し役で
あり、③問題を抱えた人が問題を隠したり、支援を求めず引きこもることのない「お互いさま」のさりげない見守りを
します。こうしてセカンド・サードエイドの行政や専門機関に繋いでいきます。
〇 私の重点課題の見守り活動
　私は日頃から自治会等を通して、高齢者や要援護者の方の見守り等をお願いしています。
　①班長さん、隣り近所、災害時要援護者の緊急時避難協力者の方や買い物困難者の手伝いの協力者に見守りや
安否確認のお願いをしています。②老人会の見守り訪問は、市の支援を頂きながら相性の問題もあり担当者を決め
て話し相手、健康状態や気になる事を観察してもらい、お互いさまの見守り訪問を支援しています。③子ども達の「ま
ごころ訪問」は学校の協力のもと、子ども達が育てた花と手紙（メッセージ）を子ども会の役員の方や民生委員とで
お届けして、子どもとお年寄りの交流を図っています。
〇 これまでの活動を振り返って
　悪戦苦闘し挫折しかかりながらも、ほろ苦くもあり楽しくもある「プチサークル活動」欲は無く、人からでくの坊と
言われても率先して役割を引き受けるその「愚直」さがやがて理解され、信頼されていくものと思います。

埼玉県民児協のホームページを埼玉県民児協のホームページを

埼玉県民児協
クリック

幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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明けましておめでとうございます。今年は申年ですね。東武動物公園（宮代町と白岡市にまたがって立地）の中にあるサル
山では、アカゲザルが楽しそうに遊んでいます。ニホンザルよりちょっと小さく、尾の長い猿です。

平成28年知事メッセージ
会長年頭挨拶
平成27年度「主任児童委員セミナー」開催報告
平成27年度「全国主任児童委員研修会（東日本）」参加報告
平成27年度「第84回全国民生委員大会」参加報告
平成27年度各種表彰受章者等の紹介
平成28年度埼玉県の予算編成に対する要望書を提出/知事との意見交換会
平成27年度「生活福祉資金貸付制度説明会」「孤立防止フォーラム」開催報告
わがまちの民児協活動紹介ルポ（吉川市・毛呂山町）
民生委員・児童委員の声（深谷市）、県民児協の3ヵ月の予定

「東武動物公園のサル山」（宮代町・白岡市）
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